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一橋大学研究倫理審査申請書 

 

申請日： 2022年  10月  24日 

 

 

一橋大学研究倫理審査委員会委員長 殿 

 

 

下記の研究について、研究倫理審査をお願いしたいので、必要書類を添えて申請しま

す。 

 

 

記 

 

１．申請者情報 

審査対象：  ☒研究計画      ☐公表予定原稿 

申請区分： 
☒新規申請   ☐継続申請（ 前回の通知番号） 

☐再申請（ 前回の通知番号） 

研究課題名 

又は論文名 
「○○○○○○」に関する調査研究 

申請者氏名 一橋 大郎 

申請者所属・職名 一橋大学・大学院○○学研究科・准教授 

電話番号 

Eメールアドレス 

042-580-9999 

Taro-Hitotsubashi@r.hit-u.ac.jp 

【学生の場合】指導 

教員名・所属・職名 

 

 

 



審査書類 

 

２．申請要旨の説明（１頁程度） 

 本研究は、「○○○○○○」に関する調査研究であるが、研究遂行にあたって一橋大学

の学部学生を対象として「△△△」についてのアンケート調査を実施する必要がある。 

 アンケート調査は一橋大学構内の掲示板において参加者を募集し、掲示にある URL に

アクセスし、各設問に回答してもらうオンライン形式をとるものであり、参加者の身体へ

の侵襲や物理的・経済的な負担を伴うことはなく、参加者の尊厳が問題となりうる手法は

用いていない。しかし、アンケートの設問の中には「■■■■」に関する項目も含まれて

おり、この項目が参加者に不快感を与え、精神的な負担につながる恐れがあると考えられ

るため、研究倫理申請を行う。 

 なお、本調査研究は×××について、一橋大学の学部学生の考え方のデータを集めるた

め、「■■■■」に関する項目を訊ねることは必須である。先述の懸念点を解消するため、 

アンケート調査にあたっては以下のとおりの対策を施す。 

 

①・・・ 

 

②・・・ 

 

③・・・ 



審査書類 

※各記載項目の分量は適宜変更してかまわない。頁数が足りない場合は自由に増やして 
よい。 

３．研究課題名 

「○○○○○○」に関する調査研究 

 

４．申請者、研究責任者及び共同研究者の氏名、所属、職名並びに連絡先 

申請者：一橋 大郎（一橋大学・大学院○○学研究科・准教授） 

      Taro-Hitotsubashi@r.hit-u.ac.jp 

研究責任者：小平 花子（一橋大学・大学院○○学研究科・教授） 

      xxxxxxxxx@r.hit-u.ac.jp 

共同研究者：国立 次郎（一橋大学・大学院○○学研究科・修士課程） 

      yyyyyyyyy@g.hit-u.ac.jp 

      兼松 桜子（一橋大学・大学院△△学研究科・学部４年） 

      zzzzzzzzz@g.hit-u.ac.jp 

      千代田 三郎（□□□株式会社・◇◇部・研究員） 

      rrrrrrrrr@www.co.jp 

 

５．研究期間及び研究実施場所 

 研究期間：2022年 12月～2023年３月末 

 実施場所：一橋研究室（一橋大学・国立西キャンパス・第２研究館▽▽▽号室） 

 

６．試料・研究データの保管方法及び保存期間 

 参加者からの回答等研究データはネットワークから隔絶した外部ストレージ内にて管

理し、研究が終了する 2023 年３月末から 10年間保存する。期間満了後はストレージ内の

データを削除後、ストレージそのものを物理的に破壊することでデータを破棄する。 

 

７．研究内容 

 i)研究の目的と期待される効果 

 

・・・・・・・・・ 

 

 

 

 ⅱ)研究の概要 

 

・・・・・・・・・ 

 



審査書類 

※各記載項目の分量は適宜変更してかまわない。頁数が足りない場合は自由に増やして 
よい。 

８．研究方法 

 

例）アンケート調査にあたっては 

 ①研究対象者の募集方法 

 ②アンケート調査内容 

 ③研究対象者への身体への浸襲や物理的負荷の有無、研究対象者の尊厳が問題となり 

  うる手法の有無 

 ④懸念される事項とその対策 

 ⑤調査にかかる時間や報酬にかかる事項 

 ⑥調査を途中で辞めた場合の報酬・回答データ等の取扱い 

 

 について最低限記載し、その他審査員が適切に判断できるよう具体的に必要と思われ

る事項を記載すること。 

 



審査書類 

※各記載項目の分量は適宜変更してかまわない。頁数が足りない場合は自由に増やして 
よい。 

９．研究対象者の人数、属性等 

  一橋大学の学部学生○○人程度 

 

 

 

 

10．研究対象者からの同意書取得方法 

  調査協力依頼の掲示にある URL をクリックすると、まず最初に本研究の概要および

研究目的と期待される効果について簡潔に示したページを表示させる。当該ページの下

部にアンケート調査にかかる時間や報酬、回答を途中で辞めたいときの対応や、アンケー

トにかかる質問がある際の問い合わせ先（研究責任者である小平 花子教授の氏名・連絡

先）を記載し、全項目を読んでもらったうえで、「同意する」のチェックボックスにチェ

ックを入れてもらい、ページを遷移することで対象者からの同意を取得する。調査に同意

しない者は、当該ページを閉じてもらうのみで構わない。対象者に表示させる説明書兼同

意書の内容は別紙のとおり。 

 

 

11.研究対象者の人権擁護のための配慮、個人情報の保護及び安全確保 

 10．で記載した通り、調査参加の前に説明書を読んでもらい、同意してもらえる学生に

のみ、ページを遷移してもらう。途中で回答を辞めたいときは、アンケート回答フォーム

を閉じてもらうのみで、途中までの回答データは一切保存されない。なお、途中で回答を

辞めた学生には報酬である図書カード○○○円分は渡さない。 

 回収したデータはパスワードで保護され、かつネットワークから隔離したパソコンに

接続した外部ストレージのみで管理する。回答内容は氏名等の個人を特定できる情報を

抜いて集計データとして統計処理にかけるため、本データを活用した論文において個人

が特定できることはない。 

 なお、本研究の協力が申請者並びに研究責任者の開講する講義の成績に活用されるこ

とは一切なく、協力を拒んだことで成績や単位取得に不利に働くことは一切ない。 

 

12．企業等からの資金等の供与の有無、謝金等の有無、その他特記事項 

 本研究には、共同研究者の千代田が所属する□□□株式会社が提供するアンケート調

査システムを使用するが、資金の提供はない。なお、調査対象者に渡す謝礼等については、

申請者である一橋大郎が受給している科学研究費助成事業－科研費－基盤研究（Ａ）「◆

◆◆◆◆◆」（課題番号：22H▲▲▲▲▲）を用いる。 

 


